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「先生が 『21世 紀ま人権と共生の世紀』って言っていたナど

どんな意味なのかなあ?」
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「人権を尊重する社会づくりをめざさないと 平 mな社会は実現

しないつてことに 多 <の 人が気づいたのじやないかしら。J

「すべての人が宰せな生活を送るためには か互い

の人権を尊重することが大切だってことじゃないか'五

「どうすれ1式 人権を尊重できるようになるの?J

「差BJをなくす教育や あ 互いの人権を大切こする気持ちを育
てる教育を 進 めてしヽくことが出要だあ J

「すべての人が 同 りの人を大切にして 自分の

良いところを伸ばしてい|するような社会こなると

いいな3務 J

「世界人格ヨ言」の採択以降、人類の値久平和と人権の確立にF3けた取り組みが世界レベル

で達められています。人権教脅のR4E的な推進は,す べての人の華福につながっていきます。

人権数百は,3人 の発達段階に応じ.ま さに自然に水がしみこむようにす人権尊重の精神を

葺い育てていくことを目的としています。



♪ヽ fEUをめさしてしヽるの?

「今日の研修会は良かったわ。みんなも却きに取り組んでいたわね。J

「身近な課題が取り上|ザられていて

気持ちが強まったみたいだな。J

,∪

自然こ人権を尊重する

「多<の 人が人権に関心を持つことはいいことだけ

ど そ れぞれの主張が大き<な ればなるほど

人権と人権の衝突ってことにならないかしら?」

「自分の行動に責任を持って あ 互しヽの人権を尊重することが大切だね。J
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すべての人は,大 田としてみな同じように大切な人構を持っています。人々がそれぞれの人

権を三いに認め合って,自 分の人繕と同じように他人の人権を有望することが 平 和で■かな

社会の実現につながっていきます。

人ほ数自は 人 繕が共有する人衛尊重社会の実現をめぎしています。
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駈 頃,命 を粗末にするような事件が多<て 悲しいも 、自分を大切にし
一人ひとりがかけがえのないものだつてことを気づいてほしいな J

「そうね。でも こ の前 ボ ランテイアをした時 き 人ヽも

たくさん参加していたのこ うれしいかったあ 相手を8いやる

心は い つの時代でも大事なのよね。」

十″r 号を
ハ

しヽ 権を大切にするためこ世界の人々が約束している

こと悦 努力してきたことも知ってほしいな。」

「地域の中でも,も つと交流か勉要じゃないかし5。
みんなで協力して大幅が尊重される社会をめざしましょう。J

人権数百において,法の下の平0.個 人の尊I 生 命の専さなど,言要な哀理や価値に迫っ

ていく手法を 「督週的な観点からのアプローチ」と呼んています。

私たち一人ひとりがかけがえのないffEであることは,どんな時でも忘れてはならない大切

なことです。
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ど/Lな課題があるの?

子 と  も

アイヌの人々 外 国  人

犯罪枝害者害

「空  々人 権課題が増えているような気がするんだけど   J

「私たちの人権意識が高まつて 幅 広く人権問題を捉えられる

ようこなったからぶ.J

「どの課題も 早 く解決しなければい|すないわ。J

「それそれの人拒調 の解決に

取り組もことが 人 権尊重社会の実現に

つながっていくのね。J

人権教育を通して そ れぞれの人権課題の解決に向けた取り組みを全力を挙げて進めていか

なければなりません。また,そ れぞれの人権課題を別個のものとして提えずに 相 宮の関連性

を書えながら疎題解決に取り組むことも重要です。

女 性 高 齢  者 障 害  者

同 和 問 題

刑を終えて

出所した人

HV感 業者
ハンセン病患者等

インターネット
による人権侵書

様々な人権問題

(」イツi,関! ようことオ|
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,  人 確教育によって,自 らの権利を行優することのほ確や人権を相ヨに薔Eし合うことの必要 1
性,さ らにはモれぞれの人権理題の内警などについて学UI人 相尊重の相神を生jSの中にとか 】
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人権教育及び人権啓発の推進に関する法律 【平成12年 12月】
人権数百 啓発に関する墓本計画 【平成14年3月〕

t県〕
同和問題の解決に向けて(基本方針)【平成14年3月〕
徳島県人権敦畜推進方針 【平成16年2月〕
徳島県人権教育 啓発に関する基本計画 〔平成16年12月】

億宮県数百察員会人権敏宮課

電 』3 0 3 8 - 6 2 1 - 3 1 5 0
,アクッミリ 038-621-2885

水頼“=iV岐 16年度 「心占たたまるrn フ ォトJ (五 ナ可 式 , 座 さん)


